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髙橋 亮 成育看護学講座 教授
博士

（学術）
小児看護学
国際保健

①髙橋亮：日本の医療機関に就労しているEPA看護師候補者のストレス／ストレス科学34巻1号、P43-
51(2019)
②Ryo Takahashi, Madoka Ogawa, Hisao Osada: Quality of life of SGA children with short stature
receiving GH treatment in Japan/ Pediatric Endocrinology Reviews Vol.14 Supplement1, P222-
228(2017)
③髙橋亮、清野純子、造田亮子: 経済連携協定（EPA）に基づくインドネシア人看護師候補者の日本国
内の病院における組織市⺠⾏動に関する⼀考察/ 国際保健医療学会雑誌 31巻4号、P299-307 (2016)
④髙橋亮、清野純子、漆葉成彦、奥村真美、⼭元恵子、田中良、⾼林知佳子、村田教枝、⻄坂美沙枝、
與座卓、齋間恵樹: ラオス都市部近郊の住⺠の⽣活習慣病と健康意識および⽣活⾏動の現状/ 佛教⼤学保
健医療技術学部論集9号、P47-57 (2015)
⑤髙橋亮、⻑田久雄、横⾕進、板橋家頭夫、田中敏章: SGA性低⾝⻑児における成⻑における成⻑ホル
モン治療効果の⼼理社会的特徴に関する研究/ 日本成⻑学会雑誌17巻2号、P77-83 (2011)

蛎﨑 奈津子 成育看護学講座 教授
博士

（保健学）
助産学
⺟性看護学

①⼭本洋子、遊田由希子、蛎﨑奈津子：PRECEDE-PRROCEEDモデルを活用した産後ケア事業に関す
る文献検討−岩⼿県の地域特性をふまえて−/ 岩⼿看護学会誌 13巻2号、P15-26（2019）
②蛎﨑奈津子、石橋敬太郎、吉原秋、熊本早苗、細越久美子、アンガホッファ司寿子：岩⼿県内2地域
で開催した産科・小児科および⺟子保健における外国人のための環境整備構想共有会の取り組み−地域
特性に応じた課題抽出と解決策の⾒出しをめざして−/ 岩⼿看護学会誌 12巻1号、P41-52（2018）
③樋渡咲、⼤⿊屋安由子、蛎﨑奈津子：女子⼤学⽣の仕事と育児の両立に対する認識と必要な支援/岩
⼿看護学会誌 12巻1号、P29-39（2018）
④蛎﨑奈津子：国際結婚した中国人女性と日本人男性の関係構築にむけた知恵に根ざした諸⾏動−妊
娠・出産・育児期に焦点をあてて−/ 日本看護研究学会雑誌 33巻5号、P15-24（2011）
⑤蛎﨑奈津子：中国・吉林省⻑春市において出産後の女性が家族に期待する支援/ 日本看護科学会誌30
巻1号、P3-13（2010）
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遊田 由希子 成育看護学講座 講師
修士

（看護学）
助産学
⺟性看護学

①遊田由希子、中村美沙子、奥寺忍：妊娠後骨粗鬆症を併発した⾼年初産婦に対する看護/岩⼿看護学
会誌 12巻2号、P37-45（2018）
②遊田由希子、及川ゆり子、中村容子、葛⻄真由美、中川常郎：忙しい産婦人科・新⽣児科医が出来る
禁煙支援のチーム作り（産前編） 産婦人科外来における禁煙支援−医療者の役割−/日本周産期・新⽣
児医学会雑誌 51巻1号 、P147-150（2015）
③遊田由希子：妊婦を対象とした禁煙支援に関する文献検討/日本助産学会誌 32巻3号、P529 (2019)
④遊田 由希子, ⼭本 洋子, 蛎崎 奈津子：分娩機序の理解にむけた小型骨盤模型を使用したアクティブ
ラーニング導入の試み/ 日本看護研究学会雑誌 42巻3号、P545（2019)
⑤遊田由希子、森鍵祐子、小林淳子：産婦人科外来看護職が実践する禁煙支援の実際と禁煙支援に対す
る認識/  日本禁煙学会学術集会集、 P172(2019)

最上 玲子 成育看護学講座 講師
修士

（看護学）
小児看護学

①最上玲子、森美智子、⻑期フォローアップに向かい、小児がんの子どもが持つ在宅移⾏期の課題‐テ
キストマイニングを用いた分析より‐/日本ヒューマンヘルス学会誌2(1)、P13-24 (2017)
②最上玲子、森美智子、在宅療養移⾏期の小児がん児のニーズ/第3回日本小児診療多職種研究会 (2015)
③最上玲子、イギリスダラム州小児医療福祉施設研修報告/岩⼿看護短期⼤学紀要9、P29-36(2009)
④滝沢市福祉計画策定懇話会 委員(2015)
⑤岩⼿県滝沢村ボランティセンター委員(2012〜2018)

⻄⾥ 真澄 成育看護学講座 講師
修士

（看護学）
助産学
⺟性看護学

①⻄⾥真澄、橋本扶美子、杉原和子、⾼橋淳美：⺟親へのレスパイト型産後ケアニーズ調査において肯
定的な回答が得られなかった記述の内容分析/⺟性衛⽣ 55巻3号 P180(2014)
②⻄⾥真澄、安藤広子：思春期女性の子宮頸がん予防ワクチン接種に関わる⺟親のヘルスリテラシーの
構造/⺟性衛⽣ 54巻3号 P276(2013)
③⻄⾥真澄、川村真由美、鈴⽊智佳子、⻑﨑由紀、中村靖子、吉田真⼸、蛎﨑奈津子/妊婦および育児
中の⺟親の防災に関する意識と災害への備えの実態/岩⼿看護学会誌 5巻1号、P3-14(2012)
④鳴海真緒、⻄⾥真澄：小学校における性教育の現状と養護教諭が求める助産師の介入⽅法/⺟性衛⽣
59巻3号 P172(2018)
⑤岩⼿県⽣涯学習審議委員、岩⼿県社会教育委員(2014〜現在)
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髙橋 淳美 成育看護学講座 助教
修士

（看護学）
助産学
⺟性看護学

①髙橋淳美、野口恭子：乳幼児をもつ看護系⼤学の女性教員におけるセルフマネジメントとそれを支え
るもの/⺟性衛⽣ 60巻3号、P167（2019）
②岡崎茜音、髙橋淳美：初産婦が⾥帰り出産において期待する支援、⺟性衛⽣/59巻3号、P198
（2018）
③髙橋淳美、⻄⾥真澄、橋本扶美子、杉原和子：岩⼿県の⺟子保健従事者が捉える産後ケアの現状と課
題/⺟性衛⽣ 55巻3号、P181（2014）
④公益社団法人 岩⼿県看護協会 教育委員（2014.6−2020.6）
⑤玉⼭淳美、杉原和子、橋本扶美子、古城悦子、作間弘美、小林由美子、佐々⽊弥⽣、村田誠幸：男子
看護学⽣における教育効果の検討−妊産婦疑似体験・付き添い者体験を通して−/第40回日本看護学会
⺟性看護、P76（2009）

⼭本 洋子 成育看護学講座 助⼿
修士

(学術)
助産学
⺟性看護学

①⼭本洋子：産後ケア事業の普及と継続に向けた実証的研究-岩⼿県旧沢内村⺟子健康センター事業を
事例として-/岩⼿県立⼤学⼤学院総合政策研究科修士論文（2019）
②⼭本洋子、遊田由希子、蛎崎奈津子：PRECEDE-PROCEEDモデルを活用した産後ケア事業に関する
文献検討-岩⼿県の地域特性をふまえて-、岩⼿看護学会誌 13巻2号、P15-26（2019）
③⼭本洋子、遊田由希子、蛎崎奈津子：北海道・東北地⽅にある分娩取扱医療機関における新人助産師
教育の実態調査/第45回看護研究学会学術集会、P207（2019）
④⼭本洋子、遊田由希子、蛎崎奈津子：産後ケア事業に関する文献検討 / 第50回岩⼿県⺟性衛⽣学会学
術講演会、P10（2017）
⑤遊田由希子、⼭本洋子、蛎崎奈津子：妊産婦が気軽に妊娠・出産・育児について話ができる場所「み
のりっこ」活動報告/第51回岩⼿県⺟性衛⽣学会学術講演会、P13(2018)
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伊藤 由香  成育看護学講座 助⼿
  修士
（看護学）

小児看護学

①文部科学省科学研究費補助金「課題名：学童期・思春期にある小児がん患者の精神的健康はいかにし
て入院早期から増進できるか」(2020〜2023)
②伊藤由香、血液腫瘍疾患患者のレジリエンスを⾼めるための支援の試み／日本小児がん看護学会
(2016)
③伊藤由香、がん治療を受ける血液腫瘍疾患のこどもが自分を取り巻く周囲との関わりの中で⾼めてき
たレジリエンスの特徴／第26回日本小児看護学会学術集会 (2016)
④佐々⽊真由美、井上博子、伊藤由香、外来通院中の血液腫瘍疾患のこどもの親が抱える不安と支援⽅
略／第28回日本サイコオンコロジー学会 (2015)
⑤中嶋緑、井上博子、伊藤由香、佐々⽊真由美、造血幹細胞移植を受けて退院した患児と家族が必要と
する支援の継続に向けた取り組み／第27回岩⼿造血幹細胞移植研究会 (2013)


